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スキャン前の準備 

ボルト表面処理と設置条件 

• 表面の反射率をなるべく一定に 
• サンドブラスト、ないし 

• 浸透探傷用現像スプレー 

• 全周計測の場合 
• 回転台、ないし 

• 黒幕 

• 合成時の作業効率向上の為に 
• 数字などの書き込み 

• 外乱光の影響を少なく 
• 蛍光灯照明を暗く、或いは 

• 蛍光灯光を遮光 

距離と露光時間の設定 

• 計測用ソフトウェアPortfolio の
Workspace画面の有効活用 

• ボルトとの距離を調整 

• パターンの見えている範囲が計測範囲 

– 一定の距離範囲を超えると計測しない
ので注意 

• 反射光の強度が飽和しないように 
• 露光時間調節レバーで調整 

• 合成を考慮し、位置決め 
• ４分の１位の重複が理想 
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上記条件を満たしていない状態でも計測は十分に可能です。 
が、これらの条件を満たせば、 

① データ抜けの解消ないし削減 
② 合成作業時間の短縮 
③ 解析結果の精度向上 

が見込めます。 
 



スキャン対象物 

D5-3 (Φ20mm) C3-1 (φ20mm) 
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３Ｄ合成後の画像 

計測装置： LCG-01 #156424 



合成を意識した３Ｄスキャン 
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① カメラの接続 

② ３Ｄ計測の実行 

③ サムネー
ル選択 

Scan0001とscan0002 の重複範囲 

Portfolio 1.6.2 



外乱光の影響調査 
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Workspace の中で、マウス右クリックし、上のポップアップウィンドウを出し、 
“Show Texture” のチェックマークを外す。 

外乱光の影響が無い場合は省略 



テクスチャオフ時の表示 
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テクスチャをオフにすると、座標
の乱れなどが分かりやすくなる。 

蛍光灯が影響している場合、周
期的な縞模様が現れる。 

この事例では、その影響は無い。 



３Ｄ画像合成手順１ 
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① 合成用アイコンのクリック 

② 合成対象のファイルを２つ選ぶ 

ファイル拡張子が、 .skw, .ply の
データを選択可能 



３Ｄ画像合成手順２ 
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scan0001.skw 

scan0002.skw 

③ 作業領域 (Top View, Bottom View) ウィンドウの大きさはマウス操作で調整可能 

画面内で、マウス操作による、
拡大縮小、回転が可能。 



３Ｄ画像合成手順３ 
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④ 作業内にてマウス右クリックで、ポップアップウィンドウを表示させ、テクスチャオフ可能。 



３Ｄ画像合成手順４ 
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凹凸の特徴をつかみにくい場合、テクスチャオフの方が見やすい場合がある。 



３Ｄ画像合成手順５ 
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⑤ 重複領域で、同じと思われる３点を選ぶ。 
上下のウィンドウにて、同じ色が対応する点。 

厳密に位置合わせをする必要は無い。ソフトウェアは選ばれた３点を基に 
３次元形状を精確にトレースし、重ね合わせを実行する。 

位置指定を間違えた場合、ここを選
択し、Remove する 



３Ｄ画像合成手順６ 
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⑥ 位置合わせ実行アイコン 

OK を表示したポップアップウィンドウ
が裏に隠れている場合があるので、 
その場合はタスクバーで確認する。 



３Ｄ画像合成手順７ 
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重複領域のデータの偏差を色で表示。 
• 緑は５０μ以内 
• オレンジは１００μ以内 
• 赤はそれ以上。 
赤が多い場合、位置合わせの指定が正しくないので、 
「やり直しアイコン」を押し、３点位置指定をし直す。 

やり直しアイコン 



３Ｄ画像合成手順８ 
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⑦ 位置合わせを固定させるアイコン 



３Ｄ画像合成手順８ 
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固定された合成画像を、更にチェックしたい場合、 
マウス右クリックでポップアップウィンドウを表示し、 
Show Texture をチェック。テクスチャを表示できる。 



３Ｄ画像合成手順９ 
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テクスチャを表示した状態。 
ここで、マウス操作により、拡大、回転させ、詳細を確認可能。 
不具合がある場合は、「やり直し」アイコンを利用し、３点指定をやり直す。 
偏差表示の大部分が緑であれば、この手順は不要。 

⑧ 合成ファイルを保存し、Portfolio に戻る 



合成画像の表示 
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合成された画像のファイル拡張子は、ply であり、MeshLab などの他のソフトウェアで表示可能。 



合成画像を使った解析 
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PAS 起動 



 PAS 起動画面 
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PAS  1.2.13 

PAS による解析手順は 
「ボルトスキャン手順書その２（解析編）」 
をご参照ください 



合成後の６面表示 

Bolt D5-3 
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ボルト６面、その１ 
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テクスチャーオン 

テクスチャーオフ 

合成後、MeshLab での表示 

データに抜けが発生する主な要因 
① スプレーのムラ 
② 他の付着物による正反射光の発生（ムラのひとつ） 
③ 対象物との角度により、反射光が弱くなっている場合 
④ 合成前データに十分な重複領域が確保できていない場合  



ボルト６面、その２ 
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ボルト６面、その３ 
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ボルト６面、その４ 
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ボルト６面、その５ 
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ボルト６面、その６ 
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